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ABSTRAK 

 

Puti Intannia Nurdi 2024, Pengaruh Belajar Mandiri Mahasiswa dalam 

Meningkatkan Keterampilan Berbicara Bahasa Jepang. Skripsi. Program Studi 

Pendidikan Bahasa Jepang. Fakultas Bahasa dan Seni. Universitas Negeri Jakarta. 

Skripsi ini bertujuan untuk mengetahui pengaruh belajar mandiri mahasiswa dalam 

melatih keterampilan berbicara bahasa Jepang. Keterampilan berbicara dalam 

bahasa Jepang ini adalah hasil belajar mata kuliah Kaiwa I tahun akademik 

2023/2024. Skripsi ini menggunakan metode deskriptif kualitatif dan menggunakan 

angket dalam mengumpulkan data. Angket tersebut berkriteria ciri-ciri belajar 

mandiri berdasarkan teori Mujiman (2006:14-16). Ciri-ciri mandiri yang 

disampaikan Mujiman adalah memiliki tujuan belajar, terdapat sumber dan media 

belajar, dapat belajar di mana pun, dapat belajar kapan pun, menentukan tempo 

belajar, memiliki cara belajar sendiri, mengevaluasi hasil belajarnya dan dapat 

merefleksikan diri. Responden angket tersebut adalah mahasiswa semester satu 

tahun akademik 2023/2024 yang mengambil mata kuliah Kaiwa I di Program Studi 

Pendidikan Bahasa Jepang Fakultas Bahasa dan Seni UNJ.  

Hasil angket menunjukkan bahwa sebagian besar mahasiswa semester satu 

melakukan belajar mandiri dalam melatih keterampilan berbicara bahasa Jepang di 

luar perkuliahan Kaiwa I. Tujuan belajar mandiri yang paling banyak dimiliki 

mahasiswa yaitu agar mendapatkan nilai yang baik pada tugas dan ujian mata kuliah 

Kaiwa I. Sumber dan media belajar yang digunakan mahasiwa untuk belajar 

mandiri adalah Anime. Mahasiswa juga dapat memanfaatkan media hiburan yang 

mereka gunakan untuk juga digunakan sebagai media belajar mandiri. Hal tersebut 

didukung dengan kemajuan teknologi yang memudahkan mahasiswa dalam 

menemukan berbagai sumber belajar yang tidak didapatkan ketika pembelajaran di 

kelas. Lokasi belajar mandiri yang paling banyak digunakan mahasiswa adalah 

tempat tinggal seperti rumah dan kosan. Waktu belajar mandiri yang paling banyak 

digunakan mahasiswa yaitu waktu luang. Tempo dan intensitas belajar mandiri 

yang paling banyak diterapkan mahasiswa yaitu setiap hari. Cara belajar mandiri 

yang paling banyak digunakan mahasiswa yaitu melatih pelafalan melalui dialog 

anime, dorama, dan film Jepang. Evaluasi belajar yang paling banyak digunakan 

mahasiswa yaitu dengan mengevaluasi belajarnya sendiri dengan menggunakan 

perangkas tes yang ada di internet dan refleksi diri yang paling banyak adalah 

mahasiwa sudah merasa efektif dengan proses belajar mandiri yang diterapkannya. 

 

Kata Kunci: Belajar Mandiri, Keterampilan Berbicara, Kaiwa. 
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ABSTRACT 

 

Puti Intannia Nurdi 2024, The Effect of Self-Directed Learning in Improving 

Japanese Speaking Skills. Thesis. Japanese Language Education Study Program, 

Faculty of Language and Arts, State University of Jakarta. 

 

This thesis aims to determine the effect of students self directed learning in 

practicing Japanese speaking skills. These Japanese speaking skills are the 

learning outcomes of the Kaiwa I course in the 2023/2024 academic year. This 

thesis uses a qualitative descriptive method and uses a questionnaire to collect 

data. The questionnaire criteria the characteristics of self directed learning based 

on the theory of Mujiman (2006: 14-16). The characteristics of self directed 

learning conveyed by Mujiman are having learning goals, there are learning 

sources and media, can learn anywhere, can learn anytime, determine the tempo 

of learning, have their own learning methods, evaluate their learning outcomes 

and can reflect on themselves. The respondents of the questionnaire were first 

semester students of the 2023/2024 academic year who took the Kaiwa I course at 

the Japanese Language Education Study Program, Faculty of Language and Arts, 

UNJ. 

The questionnaire results show that most first semester students do self directed 

learning in practicing Japanese speaking skills outside of Kaiwa I lectures. The 

purpose of self directed learning that most students have is to get good grades on 

Kaiwa I assignments and exams. The learning resources and media that students 

use are Anime. Students can also utilize the entertainment media they use to also 

be used as a medium for self directed learning. This is supported by technological 

advances that make it easier for students to find various learning resources that are 

not obtained during classroom learning. The location of self directed learning that 

is most widely used by students is places of residence such as homes and boarding 

houses. The time that most students use is free time. The tempo and intensity that 

most students apply is every day. The method that most students use is practicing 

pronunciation through Anime, Dorama, and Japanese films dialogues. The 

evaluation of learning that most students use is by evaluating their own learning 

by using test trimmers on the internet and the most self-reflection is that students 

already feel effective with the seld directed learning process they apply. 

 

Keywords: Self Directed Learning, Japanese Speaking Skills, Kaiwa.  
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日本語の能力を向上させる大学生の自律学習の影響 

ジャカルタ国立大学 

プティ・インタン二ア・ヌルディ 

概要 

A. 背景 

話すことは継続的なトレーニングなしには向上しないスキルであり、その

能力は一貫した練習なしには発展しない。トレーニングの増加と共に、話

すスキルは向上する。しかし、誰かが話す練習をする際に恥ずかしいと感

じたり、間違いをすることを恐れたりすると、その結果、話す能力は後れ

を取る可能性がある。話すことでは、思考を伝えるために使用されるメデ

ィアが言語と呼ばれる。言語は継続的に使用されないと簡単に忘れらる。

教材の不足と日本語を使用する環境の不足は、日本語のスピーキングスキ

ルを訓練する際の課題となる。したがって、日本語の話す能力を向上させ

るためには、クラス内で言語を学ぶだけでなく、個別に学ぶ必要がある。

筆者が行った「会話」の授業を担当しているジャカルタ大学の日本語教育

学科の教授とのインタビューによれば、授業中には日本語を流暢に話す学

生とまだ話すのが得意でない学生が存在している。流暢に話す学生たちは、

アニメ、ドラマ、YouTube、TikTok、ビデオゲーム、ソーシャルメディア、

HelloTalk、Tandem、および Duolingo を活用する習慣のサポートを受けて、

流暢に日本語を話すことができると述べている。したがって、独自の学習

方法やリソースを活用することが、日本語のスピーキングスキルの向上に

寄与する。アニメ、ドラマ、YouTube、そしてビデオゲームを視聴する学

習習慣は、学習者に自律的な学びの性格を生み出す。学習習慣は、個々の

自己学習を形成する上で非常に重要な要素である。これらの習慣には、知

識とスキルを得るために一貫して繰り返される一連の行動が含まれる。良

い学習習慣を持つことで、強力な自己学習の発展が促進されます。 



vii 

 

B. 問題提供 

1. ジャカルタ国立大学の日本語教育学科の 2023/2024 年度の学業年度

の一年目の学生が日本語の話す能力を向上するためにどのように自

律学習を実践しているのか。 

2. ジャカルタ国立大学の日本語教育学科の 2023/2024 年度の学業年度

の一年目の学生が行う自律学習は学習成果に与える影響はどのよう

なものですか 

C. 解決 

この研究はジャカルタ国立大学日本語教育学科で行われ、2023年 9月から

2024年 1月まで実施された。本論は質的方法を用い、データを収集するた

めに質問紙を用いる。質問紙には、Mujiman 氏(2006 年)の理論に基づいた

自律学習の基準を使用している。Mujiman 氏の理論に基づいた自律学習の

基準とは、「学習目標を持つ」、「学習ソースやメディアを持つ」、「ど

こでも学習できる」、「いつでも学習できる」、「学習のテンポを決め

る」、「自分なりの学習方法を持つ」、「学習結果を評価する」、「自分

を振り返ることができる」である。調査対象者は、一学期の日本語教育学

科の学生、計 72 名である。以下は、学生の自律学習に関するアンケート

結果です。すべてのデータをわかりやすくするために,以下の表を示す。 

アンケートの目的 アンケート結果の分析 

学生が自律学習を行っているかど

うかを知る。 

大部分の一年目の学生は、会話 I

の講義以外で、自律学習を通じて

日本語スピーキングスキルを養っ

ている。58 名の学生が自律学習を

実践している。これは、生徒が宿

題や試験で良い成績を取りたいと

いう動機を持っていることを意味
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する。そのため、自律学習を行う

際には、達成すべき目標がある。 

学生の日本語話す能力向上の学習

目標を知る。 

学生たちが持つ最も一般的な自律

学習の目標は、会話 I の課題と試

験で良い成績を得ること。回答者

は５２人いる。 

学生が日本語話す能力を向上させ

るために使用している自主学習の

情報源やメディアを知る。 

学生が自主学習に使用する学習資

料やメディアの一つはアニメ。回

答者は４８人いる。 

学生が日本語話す能力を向上させ

るためにどこで学べるかを知る。 

大部分の学生が利用する自律学習

の場所は、自宅や寄宿舎などの居

住地である。回答者は５５人い

る。 

学生が日本語話す能力を向上させ

るためにいつでも学べるかを知

る。 

学生が最もよく利用する自律学習

の時間帯は余暇の時間。回答者は

４４人いる。余暇の時間は、適切

な学習方法を選択する柔軟性を提

供する。 

学生が日本語話す能力を向上させ

るために学習にかける強度を知

る。 

自律学習のペースと強度は主に毎

日行われている。回答者は２２人

いる。毎日自主学習を行うこと

で、学生はさまざまな学習方法を

試し、より広く探索することがで

きます。 
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学生が日本語話す能力を向上させ

るために使用している学習方法を

知る。 

学生が最もよく使用する自律学習

の方法は、アニメ、ドラマ、およ

び日本の映画の対話を通じて発音

を練習すること。回答者は３９人

いる。 

学生が日本語スピーキングスキル

を向上させるために学習結果を評

価しているかどうかを知る。 

学生が最も一般的に使用する学習

評価方法は、自分の学習をインタ

ーネット上のテストツールを使用

して評価すること。回答者は２５

人いる。 

学生が日本語スピーキングスキル

を向上させるための学習過程に対

して評価を行っているかどうかを

知る。 

最も一般的な自己評価は、学生が

実践している自律学習プロセスが

効果的であると感じているという

もの。回答者は３６人いる。 

 

D. 結論 

研究の結果に基づいて、2023/2024 年度に言語および芸術学部の日本語教

育プログラムの一年目の学生が会話 I という科目を履修していると、彼ら

は日本語話す能力を向上させるために優れた自律学習能力を持っている。

学生たちは、クラスでの学習だけに頼らず、授業外でも自律学習が必要で

あるという認識を持っている。日本語話す能力を向上させるためには、単

語、表現、または学んだ文法を忘れないようにするために多くの練習が必

要であるという認識もある。自律学習の強度は低いかもしれませんが、学

生たちは余暇の時間を活用することができる。彼らはまた、周囲の人々や

進化したテクノロジーを利用して、クラスの学習では得られない素材を入

手することができる。学生たちは、学習資料として利用できる同時にエン
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ターテイメントとしても活用できるものを使用することができる。例えば、

YouTubeや TikTokで日本語の動画を視聴したり、日本語のビデオゲームを

プレイしたり、世界中の日本語話者と交流したりできる。しかし、まだい

くつかの学生は日本語話す能力を向上させるために自律学習を実践できて

いない。彼らが持つ時間の制約や異なる学習スタイルは、自律学習を学習

プロセスに組み込む上での障害となっている。 

「会話 I」の中間試験の成績と自主学習に関するアンケートの結果に基づ

きますと、自律学習を行う学生と行わない学生の双方が優れた成績を示し

ている。彼らが自律学習を行っているかどうかに関わらず、学習能力が同

等である可能性がある。この要因が、両グループの間で類似した学習成果

をもたらす可能性がある。各生徒は異なる学習方法を持っており、一部は

明示的な自律学習に頼らずに良い学習結果を達成するかもしれない。それ

でも、自律学習をサポートし、生徒を奨励することは、バランスの取れた

有益な学習環境を作り出すために依然として重要である。 

キーワード：自律学習、話す能力、会話 
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